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　※市議会ホームページのインターネット中継で、一般質問の様子をご覧いただけます。

生活困窮者に支援の手

　
　

生
活
保
護
と
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
の
違
い
は
。

　
　

生
活
保
護
は
生
活
扶
助
等
を
中
心

と
し
た
経
済
的
な
支
援
が
中
心
。
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
生
活
保
護
に

至
る
前
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
本
人
自
ら
の

意
思
で
自
立
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と

を
い
か
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
の
相
談

と
支
援
が
中
心
と
な
る
。

　
　

相
談
窓
口
の
取
り
組
み
と
対
応
の

現
状
は
。

　
　

必
須
事
業
と
し
て
、
生
活
と
就

労
に
関
す
る
専
門
の
相
談
員
を
配
置

し
、「
自
立
相
談
支
援
事
業
」
と
、
離

職
に
よ
り
住
宅
を
失
う
恐
れ
の
あ
る
方

に
「
住
宅
確
保
給
付
金
の
支
給
」
を
行

う
２
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
任
意

事
業
と
し
て
は
、「
就
労
事
業
準
備
支

援
事
業
」「
一
時
生
活
支
援
事
業
」
や
、

生
活
困
窮
世
帯
の
中
学
生
・
高
校
生
に

対
し
、
学
習
教
室
の
開
催
や
、
親
に
対

す
る
養
育
相
談
支
援
を
行
う
「
学
習
支

援
事
業
」
の
３
事
業
を
実
施
。
８
月
末

で
、
生
活
困
窮
に
関
わ
る
相
談
件
数
が

60
件
。
そ
の
内
、
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
た
ケ
ー
ス
が
６
件
。
生
活
保
護
申
請

に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
22
件
。
そ
の
他
の

生
活
相
談
等
が
32
件
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
内
、
就
労
さ
れ
た
方
は
４
名
、
住

宅
確
保
給
付
金
受
給
者
は
１
名
で
あ
る
。

　
　

農
地
取
得
の
下
限
面
積
の
緩
和
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
は
。

　
　

農
地
取
得
に
係
る
現
在
の
下
限
面

積
は
30
ア
ー
ル
。
但
し
、
遊
休
農
地
で
、

農
地
法
に
照
ら
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
、

特
例
と
し
て
10
ア
ー
ル
を
下
限
面
積
と

す
る
方
針
。
要
綱
の
整
備
に
向
け
検
討
。

市政への質問 　一般質問は、市政に関わる市の考えを聞いたり、議員が政策を提案したりするものです。
　各議員の質問項目は下記のとおりです（質問順に掲載）。

① 福井　貴代（公明党） ⑥ 落合　芳樹（清流クラブ） ⑪ 冨田　俊和（清流クラブ）
1 生活困窮者自立支援制度の取り組み 1 人口減少社会 1 少子化、人口減少への対応
2「貧しさの連鎖」を断つ支援 2 マイナンバー制度
3 ロタウイルスワクチン接種の公費助成 3 教育行政
4 農地取得の下限面積の緩和
② 大久保　進（公明党） ⑦ 清野　和彦 ⑫ 山中　進（日本共産党秩父市議会議員団）
1 日本版ＣＣＲＣ 1 豊島区とのＣＣＲＣ構想 1 市のソーラー発電計画
2 ゆるキャラグランプリの投票 2 西武秩父駅・御花畑駅周辺の環境の将来 2 市長の海外視察の旅費の内訳
3 若者をはじめとする投票率向上の方策 3 産業としての秩父銘仙の継承 3 教育を取り巻く現状

4 循環型農業の促進 4 合併10年の検証は
③ 木村　隆彦（清流クラブ） ⑧ 浅海　忠（市民の会・絆） ⑬ 黒澤　秀之（清流クラブ）
1 雇用促進住宅の今後 1 森林資源を活用した街づくり 1 地方創生に向けた農業振興
2 多子世帯の支援 2 市庁舎建設に伴う樹木の贈与 2 産業振興による地域雇用の維持、拡大
3 市職員の採用 3 市道幹線の大型車通行規制の解除 3 旧秩父セメント跡地活用構想
4 秩父市のＣＣＲＣ構想
④ 出浦　章恵（日本共産党秩父市議会議員団） ⑨ 金崎　昌之
1 マイナンバー制度 1 市民満足度調査の意義と目的は
2 認知症カフェ 2 雇用拡大のための通勤対策を
3 市営馬場移転後 3 ユニバーサルデザイン要望対応は

⑤ 竹内　勝利（清流クラブ） ⑩ 荒船　功（清流クラブ）
1 秩父市における電気柵の現状 1 市長が主宰する「総合教育会議」
2 有害鳥獣対策 2 小中学生のスマートフォン使用

3 市の大規模太陽光発電
4 バイオマス発電、水道事業　　他

◎
「
貧
し
さ
の
連
鎖
」
を
断
つ
支
援

◎
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
公
費
助

　

成
が
で
き
な
い
か

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
の
取
り
組
み

答 答 問

答

問

公
明
党　

福ふ
く
い井　

貴た
か
よ代

● 

農
地
取
得
の
下
限
面
積
の
緩

和
問

市
政
に
提
言
！
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独
立
行
政
法
人 

高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
所
有
の
中
村
町

に
あ
る
雇
用
促
進
住
宅
は
、
市
に
対
し

ど
の
よ
う
な
売
却
依
頼
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　

雇
用
促
進
住
宅
は
全
国
に

１
千
５
百
か
所
約
３
千
８
百
棟
が
建
設

さ
れ
た
が
、
19
年
６
月
の
閣
議
で
特
殊

法
人
の
整
理
合
理
化
計
画
に
基
づ
き
、

譲
渡
・
廃
止
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
決

定
を
受
け
、
当
市
に
も
24
年
５
月
、
25

年
10
月
、
そ
し
て
26
年
10
月
の
３
回
、

機
構
か
ら
譲
渡
の
意
向
確
認
が
あ
っ
た
。

当
市
か
ら
は
、
い
ず
れ
も
住
宅
取
得
の

希
望
は
無
い
と
回
答
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
市
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
で
削

減
す
る
計
画
が
あ
り
、
建
設
か
ら
40
年

を
経
過
し
て
い
る
物
件
で
あ
り
老
朽
化

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
無
償
譲

渡
で
は
な
く
、
不
動
産
評
価
額
の
50
％

の
価
格
で
の
買
い
取
り
の
た
め
で
あ
る
。

　
　

廃
止
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

機
構
で
は
民
間
に
売
却
が
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
る
が
、
売
却
で
き
な

い
こ
と
を
考
慮
し
、
31
年
度
ま
で
に
退

去
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
内
容
の
住

民
説
明
会
を
開
催
す
る
と
聞
い
て
い

る
。

　
　

現
在
、
約
70
世
帯
が
住
む
住
民
へ

の
支
援
は
。

　
　

雇
用
促
進
住
宅
の
廃
止
に
伴
い
、

退
去
を
求
め
ら
れ
て
い
る
住
民
の
方
々

に
は
、
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
う
不
安

や
心
配
事
を
抱
え
て
い
る
方
も
少
な
く

な
い
と
思
う
。
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良

い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
場
合
に

は
、市
民
生
活
課
の
「
す
ぐ
や
る
担
当
」

へ
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
該
当
す
る
部

署
や
各
種
相
談
を
紹
介
し
、
安
心
な
生

活
の
お
手
伝
い
を
す
る
。
ま
た
、
国
や

独
立
行
政
法
人
に
対
す
る
要
望
や
苦
情

に
関
し
て
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
行
政
相
談
員
が
、
秩
父
市
内
に

５
人
い
る
。
行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て

は
10
月
号
の
市
報
に
掲
載
予
定
。中村町にある雇用促進住宅

　
　

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
東
京
圏
を
は

じ
め
と
す
る
高
齢
者
が
、
自
ら
の
希
望

に
応
じ
て
地
方
に
移
り
住
み
、
地
域
社

会
に
お
い
て
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生

活
を
送
る
と
共
に
、
医
療
介
護
が
必
要

な
時
に
は
継
続
的
な
ケ
ア
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
も
の
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　

今
後
、
視
察
等
を
踏
ま
え
、
日
本

版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
を
進
め
る
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
豊
島
区
の
高

齢
者
自
身
の
ニ
ー
ズ
、
財
政
面
、
地
域

包
括
ケ
ア
と
の
関
連
な
ど
、
様
々
な
課

題
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。
そ
れ
に
よ

り
、
推
進
す
る
場
合
の
市
や
事
業
者
と

の
関
係
、
施
設
整
備
の
方
向
性
な
ど
を

決
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

秩
父
市
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
生

ま
れ
た
ポ
テ
く
ま
く
ん
の
投
票
は
職
員

の
協
力
も
必
要
だ
が
、
職
員
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
か
。

　
　

ポ
テ
く
ま
く
ん
は
現
在
１
５
８

位
（
９
月
７
日
現
在
）
に
位
置
し
、
思

う
よ
う
に
順
位
が
伸
び
な
い
状
況
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
投
票
を
し
て
も
ら
う
た

め
、
職
員
に
対
し
て
は
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
を
使
っ
て
周
知
し
、
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
毎
日
投
票

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　

18
歳
選
挙
権
に
あ
た
り
、
高
校
生

へ
の
「
主
権
者
教
育
」
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

投
票
率
を
上
げ
る
方
策
と
し
て
、

選
挙
公
報
や
市
報
・
Ｈ
Ｐ
な
ど
積
極
的

に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
独
自
の
事
業

で
は
、
若
者
に
対
し
、
選
挙
へ
の
関
心

を
高
め
る
啓
発
活
動
と
し
て
、
選
挙
事

務
に
高
校
生
を
起
用
し
た
。

ポテくまくん初めての立候補

雇
用
促
進
住
宅
の
今
後
に

つ
い
て

答 問問答

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
つ
い
て

答 問答 問 ● 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
の

投
票

答 問 ● 

若
者
を
は
じ
め
と
す
る
投
票

率
向
上
の
取
り
組
み

清
流
ク
ラ
ブ　

木き
む
ら村　

隆た
か
ひ
こ彦

　

公
明
党　

大お
お
く
ぼ

久
保　

進
す
す
む

問

答
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秩
父
市
に
お
け
る
電
気
柵
の
現
状

は
。

　
　
「
秩
父
市
有
害
鳥
獣
防
除
対
策
補

助
金
交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
、
補
助
金

の
交
付
を
行
な
っ
て
い
る
。
補
助
金
は
、

事
業
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内

ま
た
は
柵
等
の
設
置
距
離
１
メ
ー
ト
ル

当
た
り
４
５
０
円
と
し
て
計
算
し
た
額

の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
以
内
で
、
５
万

円
を
限
度
と
し
て
交
付
し
て
い
る
。
普

及
状
況
は
、
22
年
か
ら
26
年
度
の
５
年

間
で
、
市
内
全
域
で
２
１
６
件
設
置
さ

れ
約
20
㎞
、
総
面
積
に
し
て
約
14 

ha
の

農
地
が
守
ら
れ
て
い
る
。

　
　

有
害
鳥
獣
に
つ
い
て
秩
父
市
の
現

状
と
捕
獲
数
は
。

　
　

有
害
鳥
獣
捕
獲
と
は
「
農
林
水
産

業
ま
た
は
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防

止
の
目
的
で
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
行
う
」

こ
と
で
、
許
可
捕
獲
に
あ
た
っ
て
は
農

林
水
産
業
等
の
被
害
の
防
止
と
い
う
事

由
に
基
づ
き
、捕
獲
許
可
申
請
が
必
要
。

　

秩
父
全
域
に
お
け
る
26
年
度
の
有
害

鳥
獣
捕
獲
実
績
は
、
イ
ノ
シ
シ
３
２
６

頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
６
５
２
頭
、
ニ
ホ
ン

ザ
ル
１
７
１
頭
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
の
対
策
は
。

　
　
「
秩
父
市
鳥
獣
被
害
の
防
止
計
画
」

に
基
づ
き
、
テ
レ
メ
ト
リ
ー
を
活
用
し

た
効
果
的
な
追
い
払
い
活
動
、
電
気
柵

等
の
設
置
に
よ
る
防
除
対
策
。
適
切
な

捕
獲
活
動
等
、
複
合
的
取
り
組
み
を
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

け
る
よ
う
被
害
現
場
を
個
々
に
巡
回
し
、

被
害
農
家
と
対
話
を
し
な
が
ら
被
害
減

少
に
努
め
て
い
く
。

　

野
生
動
物
は
、
餌
が
自
由
に
手
に
入

り
そ
の
場
所
が
安
全
安
心
で
あ
れ
ば
繰

り
返
し
出
没
す
る
。
こ
の
現
況
を
変
え

な
い
限
り
、
農
作
物
等
の
被
害
は
減
少

し
な
い
。
地
域
ご
と
に
よ
り
効
果
の
期

待
で
き
る
手
法
を
見
い
出
し
な
が
ら
被

害
減
少
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

羊
山
に
移
転
後
、
降
雨
後
の
馬
場

は
粘
土
状
態
で
使
用
で
き
な
い
と
聞
く
。

秩
父
市
乗
馬
連
盟
か
ら
要
望
書
も
出
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
対
応
は
。

　
　

今
後
連
盟
と
協
議
し
進
め
て
い
く
。

　
　

試
行
開
催
状
況
は
。

　
　

今
年
６
月
30
日
に
秩
父
生
協
病
院

と
生
協
ち
ち
ぶ
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

の
共
催
に
よ
り
試
行
開
催
し
た
。
秩
父

生
協
病
院
と
生
協
ち
ち
ぶ
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
、
看

護
師
、
介
護
福
祉
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等
の
専
門
職
ス
タ
ッ
フ
の
ご
協

力
で
回
想
法
や
体
操
・
手
遊
び
、
家
族

相
談
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
　

参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
感
想
は
。

　
　

参
加
者
か
ら
「
介
護
者
の
レ
ス
パ

イ
ト
効
果
が
あ
る
と
感
じ
た
。」「
本
人

が
家
族
以
外
の
人
と
か
か
わ
れ
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想

や
、「
本
人
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
支
援

者
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
分
け
て
実
施
し

た
方
が
良
い
。」「
介
護
者
同
士
で
ゆ
っ

く
り
話
す
時
が
持
て
る
と
良
い
。」
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
今
回
大
勢
の
専

門
職
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
で
安
全
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
、
参
加
者
が
笑
顔

で
楽
し
み
、
認
知
症
に
悩
む
家
族
等
に

も
大
変
効
果
的
な
事
業
で
あ
っ
た
が
、

市
報
へ
の
掲
載
が
間
に
合
わ
ず
、
参
加

者
は
認
知
症
の
方
が
３
人
、
そ
の
家
族

が
７
人
、
そ
の
他
関
心
の
あ
る
方
及
び

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
39
人
だ
っ
た
。

　
　

今
後
の
開
催
計
画
と
予
算
化
を
。

　
　

市
内
３
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
専
門
職
の
い
る

施
設
や
団
体
と
協
議
し
実
施
す
る
。
来

年
度
以
降
は
、
包
括
的
支
援
事
業
と
し

て
実
施
団
体
へ
の
補
助
金
か
委
託
料
等

で
対
応
す
る
。

降雨後の粘土状態の市営馬場

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

鳥獣被害から農作物を守る電気柵

答 問

答 問問答 ● 

認
知
症
カ
フ
ェ
実
施
に
つ
い

て
答 問

答 問

答 問問答

市
営
馬
場
移
転
後
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
会
議
員
団　

出い
で
う
ら浦　

章あ
き
え恵

秩
父
市
の
有
害
鳥
獣
対
策

清
流
ク
ラ
ブ　

竹た
け
う
ち内　

勝か
つ
と
し利
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「
新
教
育
長
」
の
任
期
を
３
年
と

す
る
理
由
は
。

　
　

市
長
の
任
期
４
年
の
間
に
、
少
な

く
と
も
１
回
は
自
ら
が
教
育
長
を
任
命

で
き
る
こ
と
や
、
任
期
４
年
の
教
育
委

員
や
市
議
会（
同
意
が
必
要
）の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
強
化
す
る
た
め
。

　
　
「
教
育
委
員
会
」
の
会
議
は
、
ど

の
よ
う
に
開
催
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

毎
月
１
回
定
例
会
を
行
っ
て
い

る
。
会
議
録
は
７
月
の
も
の
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

　
　
「
総
合
教
育
会
議
」
の
招
集
は
誰

が
行
う
の
か
。

　
　

市
長
が
召
集
し
、
主
宰
す
る
。

　
　
「
総
合
教
育
会
議
」
は
何
回
開
催

し
、
事
務
局
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
に
５
月
と
８
月
の
２
回

開
催
し
、
事
務
局
は
市
長
室
に
あ
る
。

　
　

そ
こ
で
は
、
主
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
協
議
し
て
い
る
の
か
。

　
　
「
教
育
大
綱
」
等
を
協
議
し
て
い

る
。

　
　
「
教
育
大
綱
」
と
は
。

　
　

教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興
に

関
す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
そ

の
目
標
や
施
策
の
根
本
と
な
る
方
針
で

あ
る
。

　
　

大
綱
は
何
年
毎
に
策
定
す
る
の
か
。

　
　

５
年
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

大
綱
は
市
議
会
の
議
決
事
項
か
。

　
　

議
決
事
項
で
は
な
い
が
、「
総
合

振
興
計
画
」に
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

　
　
「
教
科
書
採
択
」
は
、
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
る
の
か
。

　
　

ま
ず
、
民
間
の
各
出
版
社
が
著

作
、
編
集
し
た
も
の
を
国
が
検
定
し
、

そ
こ
で
合
格
し
た
も
の
か
ら
、
各
自
治

体
に
設
置
さ
れ
た
教
育
委
員
会
が
選
ぶ

が
、
県
内
の
公
立
小
中
学
校
の
教
科
書

は
、
23
地
区
の
採
択
協
議
会
で
採
択
さ

れ
る
。（
秩
父
地
域
の
１
市
４
町
は
第

14
地
区
で
同
じ
教
科
書
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。）

「新教育委員会制度」について答弁する新谷教育長

　
　

御
花
畑
駅
駐
輪
場
は
観
光
客
が
多

く
横
を
通
る
が
一
人
通
れ
る
程
の
幅
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
通
年
観
光
の
玄
関

と
し
て
見
直
す
べ
き
で
は
。

　
　

駐
輪
場
は
東
町
公
会
堂
前
の
秩
父

鉄
道
用
地
を
借
用
。
便
宜
上
、
連
絡
通

路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
夜
祭

で
は
鉄
道
管
理
用
地
と
な
る
た
め
固
定

式
の
施
設
は
設
置
不
可
。

　
　

西
武
秩
父
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
周

辺
の
人
の
流
れ
が
変
わ
る
の
で
は
。

　
　

複
合
型
温
泉
施
設
に
よ
り
、
御
花

畑
駅
へ
の
連
絡
通
路
は
仲
見
世
通
り
が

途
中
で
寸
断
さ
れ
る
。
進
行
中
の
市
道

幹
線
51
号
の
整
備
で
歩
道
が
拡
が
る
が

交
通
量
も
増
え
る
予
想
で
、
将
来
的
に

は
連
絡
通
路
か
ら
の
51
号
線
の
横
断
は

危
険
と
考
え
る
。
御
花
畑
児
童
遊
園
地

信
号
交
差
点
を
横
断
し
、
団
子
坂
方
面

等
へ
と
進
ん
で
も
ら
う
の
が
最
善
と
考

え
、
交
差
点
へ
導
く
誘
導
サ
イ
ン
設
置

に
向
け
検
討
・
協
議
を
西
武
鉄
道
、
西

武
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
進
め
る
。

　
　

銘
仙
の
需
要
創
出
に
向
け
ふ
る
さ

と
納
税
の
謝
礼
品
と
し
て
推
奨
し
て
は
。

　
　

ネ
ク
タ
イ
を
始
め
寄
付
額
に
応
じ

銘
仙
の
反
物
、
ま
た
、
よ
り
高
額
の
寄

付
者
に
は
仕
立
て
ま
で
含
め
た
着
物
を

用
意
す
る
よ
う
検
討
中
。

　
　

銘
仙
館
で
の
後
継
者
育
成
事
業
は
。

　
　

秩
父
銘
仙
協
同
組
合
が
10
年
か
ら

実
施
。
昨
年
度
ま
で
に
受
講
者
44
名
。

起
業
就
業
に
結
び
つ
い
た
例
は
な
い
。

就
業
起
業
向
け
講
座
も
開
催
し
て
い
る

が
受
講
者
は
い
な
い
。

　
　

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
。

　
　

習
い
た
い
方
は
沢
山
い
る
が
機は

た

屋や

が
少
な
く
な
り
就
職
先
が
な
い
と
い
う

の
が
一
番
の
原
因
で
は
な
い
か
。

亀の子石も改修中。御花畑駅駐輪場・秩父
公園駐輪場とも見直しが必要では。

◎
豊
島
区
と
の
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想

◎
循
環
型
農
業
の
促
進

問答問答問答問答問答

答

問 西
武
秩
父
駅
・
御
花
畑
駅

周
辺
環
境
の
将
来
に
つ
い
て

答 問答

答 問

　

清き
よ
の野　

和か
ず
ひ
こ彦

●
産
業
と
し
て
の
銘
仙
の
継
承

教
育
行
政
に
つ
い
て

清
流
ク
ラ
ブ　

落お
ち
あ
い合　

芳よ
し
じ
ゅ樹

問答

答問答問答

問

問答

問


